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用語集の解説をご覧ください 用語集の解説をご覧ください環境アクションプラン
環境経営
環境マネジメントシステム（EMS）
内部環境監査

環境管理責任者
CSR

環境教育
環境負荷
廃棄物
産業廃棄物

グリーン調達
新エネルギー
温室効果ガス
リサイクル率

低燃費車
生ごみ処理機
自家消費電力
グリーン購入

■ 調査の概要

■ 主な調査結果

九州経済産業局長表彰
(財)省エネルギーセンター支部長表彰
(財)省エネルギーセンター会長表彰

(財)省エネルギーセンター支部長表彰

主な意見と対応 (環境管理責任者：環責、環境部：環境)

調査内容

社会評価名 主催者 実施時期 九州電力の評価

ニューズウィーク

読売新聞社

日本経済新聞社

日本経済新聞社

株式会社  トーマツ審査評価機構

2006年 6月 ニューズウィーク誌掲載

2007年 2月 読売ウイークリー誌掲載

2006年 8月

2006年 10月

2006年 11月

279位（国内68位）

4位

3位/15社（電力・ガス部門）

395位/1047社

BBB（9ランク中4番目）

「世界企業ランキング500」

世界に自慢できる企業 ベスト100

第10回 ｢企業の環境経営度」調査

「企業評価システム・プリズム」（2006年度）

環境格付け

表　彰　名 対　象 実 施 団 体 受賞年月
宮崎支店延岡営業所
熊本支店
長崎支店配電部
熊本支店人吉電力所
八丁原発電所員
新小倉・豊前・苓北発電所員
新小倉・竜郷発電所員
新小倉・新大分・川内・豊玉・
甑島第一・新与論発電所員
宮崎支店高鍋営業所
小丸川発電所建設所

宮崎県延岡市
（財）肥後の水資源愛護基金

（社）「小さな親切」運動本部

（財）省エネルギーセンター

宮崎県
（社）土木学会

2006年 5月
2006年 10月
2006年 11月
2007年 1月

2007年 1月

2007年 3月
2007年 4月

花と緑のコンクール優秀賞
肥後の水資源愛護賞

「小さな親切」実行賞

エネルギー管理功績者
エネルギー管理功労者

エネルギー管理
優秀技能者

「人にやさしい福祉のまちづくり」条例に基づく知事表彰
土木学会環境賞（ Ⅰ グループ）

環境経営、環境情報に関する認知度
環境活動に対する理解度
環境活動の個人レベルでの実践度

主な意見と対応 (環境担当：環担、環境部：環境)

対　　象
社員12,192名
(在職者、ただし本店の室部長以上および支店
長、休職者等は除く)

調査方法
社内パソコンネットワークを活用した電子メー
ルによるアンケート(回答は無記名)

回答者数 7,013名(回答率：58％)

社員の環境意識等調査
全社員

事業所環境担当者

責　任　者：環境管理責任者会議
担当管理職：環境担当管理職研修
担　当　者：環境担当者研修

意
見
交
換

Q1 環境経営の推進についてどう思いますか

Q2 環境マネジメントシステム(ＥＭＳ)は定着していますか

Q3 環境部によるＥＭＳ支援は必要ですか

他の経営課題が優先

12.6％
環境経営推進は重要

87.4％

定着していない

28.1％
定着している

71.8％

支援は必要ない

20.8％
継続的な支援は必要

79.2％

環責：環境アクションレポートの位置づけはどうなっているのか、Ｃ
ＳＲ報告書との統合はしないのか。

環境：環境アクションレポートはＣＳＲ報告書の中に掲載している環
境情報を詳細に取り上げたもの。ＣＳＲ報告書との統合につい
ては、社会的な動向を踏まえ検討する。

環責：ＥＭＳがしっかり機能していれば、内部環境監査によるチェック
は不要ではないか。

環境：内部環境監査はシステムが上手く機能しているか確認するた
めに必要であり、システムの改善につなげていくという重要
な役割がある。

環責：共同回収品目の拡大、グループ会社を含めた取り組みを進め
てもらいたい。

環境：回収品目の拡大については、現在の共同回収品目に次いで排
出量が多い汚泥と廃油について検討を実施中。グループ会社
への拡大については、各社の事情等を調査の上、準備ができ
たところから順次実施する。

環担：環境会計システムへの入力が分かりにくい。
環境：様式の改善、記入要領書の見直しなどについて検討する。

環担：全社大の用紙購入量、上水使用量の目標は見直さないのか。
環境：新規の目標設定にあたり現状維持としたものであるが、事業

所の取り組み状況等を踏まえ、見直していく。

〔分析〕 ○環境経営推進に対する理解は浸透し、具体的な取り
 　組みであるＥＭＳについても定着してきた。
 ○取り組みの維持、促進のため、環境部による継続的
 　な支援活動を要望する声は増している。

　環境経営を推進していくためには、実際に取り組みを行う社員一人ひとりの高い意識
の醸成と維持、向上が重要だと考えています。
　環境への取り組み方針や目標、具体的な計画を社員一人ひとりに確実に伝えるととも
に、社員の意見を幅広く聴取することができる「環境意識等調査」、「意見交換」等を今
後とも継続して実施することにより、更なる環境活動の改善・充実に役立てていきます。

■ 九州電力の得点状況

■ 業種内（電力・ガス）での当社のランキング推移

■ 調査の概要

調査方法

評価手法

実施期間

6
つ
の
評
価
項
目
の
概
要

2006年8月～11月

環境管理体制（EMS）の構築状況、
環境教育制度の構築状況、環境意識高揚対策

環境負荷削減に向けた
中長期的な目標の設定状況

化学物質、産業廃棄物の管理状況

投入資源の把握状況、廃棄物の社内再生利用
状況、グリーン調達実施状況

新エネルギーの導入状況、
温室効果ガス削減への取り組み状況

オフィスにおける資源循環・CO2削減対策の
実施状況

製造業1,741社、非製造業・電力・ガス・
建設業2,369社を対象としたアンケート調査

部門ごとに各設問の得点を6つの評価項目毎
に整理・合算し、ランキング

運営体制

長期目標

汚染対策

資源循環

温暖化対策

オフィス対策

改善項目

CO2削減対策

・原子力の安全安定運転
・風力発電受付規模の拡大
・物流輸送委託時の効率化
・低燃費車への計画的な更新と
 燃料消費率に係る目標の設定

・産業廃棄物共同回収対象事業所
 の拡大
・生ごみ処理機の計画的導入

・自家消費電力量、コピー用紙購入
 量、上水使用量の抑制対策の徹底
・全グループ会社を対象としたグリー
 ン購入の推進

産業廃棄物
総合リサイクル率の向上

オフィス対策

内　容

環境管理責任者会議（長崎地区）

点数は、「電力・ガ
ス」部門内での当
社の相対評価（項
目ごとに最高点の
企業を100点、
最低点の企業を
10点として評価）
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〔対応〕 ○環境アクションプラン理解促進活動の継続
 ○事業所のＥＭＳ運用実態に対応した支援
 ○ＥＭＳ内部環境監査組織への支援強化

今後の取り組み
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社外評価、社外表彰社員の環境意識

　九州電力では、全社員を対象とした環境意識等調査や事

業所の環境担当者と環境部管理職との意見交換会を行い、

社員の環境活動に対する意識や理解、実践状況、さらには

ニーズなどについて把握・分析し、より効果的な社員教育プ

ログラムの検討や環境アクションプランの策定に反映させて

います。

環境管理責任者会議での意見交換
　事業所の環境活動推進責任者である環境管理責任者を支

店区域毎に集め、情報の共有化と意見交換を行う会議を年

に2回(上期、下期各1回)開催しています。

  日経新聞 第10回「環境経営度調査」結果について
　業種別ランキング「電力・ガス部門」で15社中第3位となりました。

環境担当管理職、担当者研修での意見交換
　事業所で環境経営を実際に推進している管理職、担当者

を集めた研修会において、環境部長ならびに環境部の各グ

ループ長と直接意見交換を行う場を設定し、意思の疎通を

図っています。

社員の環境意識等調査

社外評価

社外表彰

調査結果の分析と具体的改善策
　温暖化対策と資源循環の2項目で評価が低くなってい

ます。これは、温暖化対策では、CO2排出量が前年度から

15%増加したこと、資源循環では、産業廃棄物総合リサ

イクル率実績が92％と他電力平均(97%)を下回ってい

ることが原因の一つと考えられます。

　これらを踏まえ、環境活動の充実が必要な項目につい

ては、既に対応を開始しています。


